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研究分野： 総合領域 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学・応用健康科学 
キーワード：転倒、変形性膝関節症、認知機能障害 
 
１． 研究計画の概要 
地域在住高齢者における転倒の危険因子は
数多く報告されているが、高齢者によくみら
れる変形性膝関節症や認知機能障害の影響
は必ずしも明らかになっていない。本研究の
目的は膝関節症や認知機能障害が地域在住
高齢者の転倒に与える影響を検討し、その結
果を踏まえた上で、新たな予防法を開発する
ことである。 
 
 
２．研究の進捗状況 
自立の地域在住高齢者を対象として、転倒歴
と、膝関節痛の有無および注意機能(標準注意
検査法 Clinical assessment for attention, 
CAT を用いた)の関連を検討した（下記１）。
また通常の歩行と同時注意課題（二重課題
dual task, DT）下の歩行を、小型加速度セン
サを踵に装着して歩行指標を計測・分析の上、
比較した（下記２）。以上より、次のような
知見が得られた。 
（１） 主として後期高齢者からなる介護
予防型デイサービス利用者（平均年齢 81 歳）
において、転倒歴有りの割合は 43%であった。
転倒歴有りと無しの２群間で膝関節痛有り
の割合は、年齢、歩数、歩行速度といった交
絡変数で調整しても、転倒歴有り群のほうが
有意に高く（p<0.05）、膝関節痛は転倒の独
立した危険因子であることが明らかとなっ
た。さらに一部の者について CAT を実施し
た。転倒歴有りの群では CAT 中の多数の項
目中、視覚性抹消課題の成績の一部が低下し
ている傾向がみられた。 
（２） 上記の結果と対比させる。より活動
的であるが転倒歴割合の低い（19%）高齢者

群（平均年齢 70 歳）は、若年者と比べて様々
な認知機能・遂行機能の低下があり、注意課
題を同時に行う DT 下では、通常歩行より低
い速度で歩くことが明らかであった（若年平
均-5% vs 高齢者平均-21%, p<0.001）。この
歩行速度の低下は前頭葉機能を表す frontal 
assessment battery, FAB と弱い関連があっ
た(r=-0.32, p<0.05)。また高齢者のストライ
ド 時 間 の 変 動 （ stride to stride time 
variability, STV）は、DT 下では高齢者群の
ほうが若年者群より有意に高かったが、転倒
との関連は見いだせなかった（若年平均＋2% 
vs 高齢者平均＋4%, p<0.001）。以上の結果
から、活動的であるが転倒歴割合の低い高齢
者では、若年者と比べて、同時注意課題が歩
行により強く影響を与えることが明らかと
なった。これは転倒予防のため、姿勢を優先
する方略（歩行速度の低下による安定化）を
とっているためと考えられた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
膝関節痛が転倒の独立した危険因子である
ことを明らかにできた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
デイサービスを利用する高齢者に対して、以
下を目的とする介入を行いながら、転倒の発
生率が軽減するかを検討する。 
（１）膝関節痛の軽減：膝関節痛を軽減する
筋力トレーニングや歩行方法の指導 
（２）視空間認知機能の向上：生活空間にお
いて転倒を生じる危険物を視覚し、危険であ
ると認知する能力の向上を図るトレーニン
グ 
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問題点 
（１）介入効果を評価するにあたり、地域在
住高齢者を対象として、転倒事象の発生デー
タを前向きに収集する手段に工夫が必要。→
対応策：定期的に通所する高齢者を対象とす
る。通所サービススタッフによる聞き取りな
どの協力や対象者に転倒した日付を記入し
てもらうなど。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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